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土
強
靭
化
政
策
大
綱
」
で
は
、
わ
が
国
の
経
済
を
支
え

る
人
流
・
物
流
の
大
動
脈
や
拠
点
に
つ
い
て
、
大
規
模

災
害
に
よ
り
分
断
や
機
能
停
止
す
る
可
能
性
を
前
提
に
、

広
域
的
、
狭
域
的
な
視
点
か
ら
代
替
輸
送
ル
ー
ト
を
早

期
に
確
保
す
る
こ
と
の
重
要
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
う
ち
東
西
の
大
動
脈
に
着
目
す
る
と
、
道
路
に

つ
い
て
は
一
昨
年
に
新
東
名
高
速
道
路
の
御
殿
場
Ｊ
Ｃ

Ｔ
〜
三
ヶ
日
Ｊ
Ｃ
Ｔ
間
が
開
通
し
、
新
名
神
高
速
道
路

も
整
備
中
で
あ
り
、
ダ
ブ
ル
ル
ー
ト
化
が
実
現
し
つ
つ

あ
る
。
鉄
道
に
つ
い
て
も
、
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
が
整

備
さ
れ
る
こ
と
で
東
海
道
新
幹
線
と
の
二
重
系
統
と
な

り
、
さ
ら
に
北
陸
新
幹
線
の
延
伸
に
よ
っ
て
補
完
機
能

が
向
上
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。
空
港
に
つ
い
て
も
、

災
害
時
の
意
義
が
改
め
て
示
さ
れ
て
お
り
、
平
成
二
十 

三
年
に
国
土
交
通
省
か
ら
津
波
対
策
の
方
針
が
示
さ
れ

て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
官
民
挙
げ
て
、
広
域
的
な
バ
ッ

ク
ア
ッ
プ
体
制
の
構
築
や
適
切
な
リ
ダ
ン
ダ
ン
シ
ー
の

確
保
等
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

　

な
お
、
大
規
模
災
害
に
お
い
て
、
道
路
は
救
援
救
助

や
物
資
補
給
の
た
め
に
不
可
欠
な
イ
ン
フ
ラ
で
あ
る
。

南
海
ト
ラ
フ
大
地
震
に
よ
る
津
波
影
響
範
囲
に
は
、
浸

水
が
想
定
さ
れ
る
国
道
や
高
速
道
路
の
ミ
ッ
シ
ン
グ
リ

ン
ク
が
多
数
存
在
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
道
路
整
備
を

促
進
し
て
い
く
こ
と
も
重
要
で
あ
る
。

　

以
上
の
ハ
ー
ド
対
策
に
加
え
、
関
係
機
関
に
お
け
る

事
業
継
続
性
（
Ｂ
Ｃ
Ｐ
）
の
充
実
化
や
種
々
の
訓
練
の

実
施
、
災
害
時
に
お
け
る
利
用
者
等
へ
の
迅
速
か
つ
適

切
な
情
報
提
供
な
ど
の
ソ
フ
ト
対
策
が
大
切
で
あ
る
。

弱
性
」
と
は
、
辞
書
で
調
べ
る
と
「
も
ろ
く
て

弱
い
性
質
」
と
あ
る
が
、
こ
の
言
葉
を
頻
繁
に

見
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
東
日
本
大
震
災
以
降
で
あ
る

と
思
わ
れ
る
。
周
知
の
通
り
東
日
本
大
震
災
で
は
、
ラ

イ
フ
ラ
イ
ン
・
交
通
施
設
が
多
数
被
害
を
受
け
、
被
災

地
を
中
心
に
生
活
機
能
が
著
し
く
低
下
し
た
。
都
市
間

交
通
に
つ
い
て
は
、
東
北
新
幹
線
が
約
一
カ
月
半
の
間

不
通
と
な
り
、
被
災
地
へ
の
移
動
に
多
大
な
影
響
を
及

ぼ
し
た
が
、
そ
の
主
要
因
は
電
化
柱
が
広
範
囲
に
わ
た

り
折
損
・
傾
斜
し
た
こ
と
で
あ
っ
た
。
高
架
橋
な
ど
の

構
造
物
は
阪
神
・
淡
路
大
震
災
以
降
の
耐
震
化
の
取
り

組
み
等
に
よ
り
致
命
的
な
損
傷
を
受
け
る
こ
と
は
な
か

っ
た
が
、
鉄
道
シ
ス
テ
ム
は
構
成
要
素
の
一
つ
で
も
欠

け
る
と
機
能
し
な
い
。
そ
う
い
っ
た
意
味
で
、「
脆
弱

さ
」
に
つ
い
て
再
考
す
る
機
会
に
な
っ
た
と
言
え
る
。

　

な
お
、
新
幹
線
が
運
休
中
、
高
速
バ
ス
や
航
空
に
よ

る
代
替
輸
送
が
交
通
機
能
の
回
復
に
大
き
く
寄
与
し
た
。

背
景
と
し
て
、
高
速
道
路
や
空
港
（
仙
台
は
除
く
）
等

の
イ
ン
フ
ラ
の
被
災
が
軽
微
で
あ
っ
た
こ
と
が
挙
げ
ら

れ
る
が
、
関
係
機
関
の
迅
速
か
つ
柔
軟
な
対
応
に
よ
っ

て
早
期
に
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
さ
れ
た
点
は
、
今
後
の
震

災
対
策
に
お
い
て
も
参
考
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。

　

さ
て
、
こ
の
「
脆
弱
性
」
の
反
対
語
は
「
強
靭
性
」

で
あ
り
、
現
在
、
政
府
の
重
点
政
策
と
し
て
掲
げ
ら
れ

て
い
る
「
強
靱
な
国
土
」
と
は
、「
私
た
ち
の
国
土
や
経

済
、
暮
ら
し
が
、
災
害
や
事
故
な
ど
に
よ
り
致
命
的
な

被
害
を
負
わ
な
い
強
さ
と
、
速
や
か
に
回
復
す
る
し
な

や
か
さ
を
も
つ
こ
と
」
で
あ
る
。
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